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1　は　じ　め　に

条桑刈取機を用いた収穫作業は男定鋏によるものと比べ

効率的である2）が，切断面が粗雑になるため，そこからの

病原菌の侵入，枝条枯死等が懸念される。そこで本報では，

晩秋蚕期に中間伐採をした場合の翌春における芽枯病を王

とした先枯れの発生について調査し，更に芽枯病に対して

有効とされている初冬期の切り返し1，3）に条桑刈取機が

使用できるものか否か検討した。

2　試．験　方　法

（1）伐採方法による枝粂状態の変化

場内の剣持の密植桑園を供試し，1982年晩秋蚕期に努定

鋏又は条桑刈取機（H－MS500m型）により伐採した枝

条について，翌年の夏切時（6月10日）に先枯枝粂率，不

発芽数を調査し，同時に枝粂切断面の状態を平滑，粗．裂

関に分けて調査した。

12）粂桑刈取機による初冬期切り返しの効果

場内の剣持の密植桑園を供試し，1986年晩秋垂期（9月

表1伐採方法による枝条状態の変化

17日）に条桑刈取機で伐採した後，初冬期（11月15日）に

勢定鋏又は条桑刈取機で約10cm切り返した。勇足鋏では芽

の直上で伐採した。また．対照として初冬期無処理区を設

けた。切り返しの深さは図1の枝粂長で示しているとおり，

条彙刈取機では約12cm．封定鉄では約20cmで，勇定鋏でや

や深くなった。翌年健全株を任意に10株選び，夏切時（6

月11日）における先枯れ，芽枯病の発生及び収量について

調査した。先枯れ枝条は採取して温室に置き，形成された

胞子により芽枯病と判定した。

3　結果及び考蕪

（日　伐採方法による枝条状態の変化

晩秋姦期に輿定鋏又は条桑刈取機で中間伐採をした後の，

翌春の先枯れ及び枝条の切断状態を表1に示した。条桑刈

取機による伐採は努定鉄によるものに比べ，先枯率，不発

芽数が多い。これは，枝条切断面が粗及び裂閲の枝条の割

合が多いことから，切断面の悪化が病原菌の侵入に都合の

よい状態になったものと考える。ここでは先枯れの原因に

ついては示さなかったが，次の試験のように芽枯病による

晩 秋 蚕 期 の

伐 採 方 法
先枯長 ／枝条長

（％）

不 発 芽 数

（個／100 枝条 ）

各 切 断 状 態 の 割 合　 （％）

平　　 滑　　　　 粗　　　　 製　　 開

努　 定　 鋏 6．9 22 72．5　　　　　　 15．7　　　　　　 11．8

条 桑刈 取機 13．0 99 35．4　　　　　　 30．4　　　　　　 34．2

ものが多かった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　は粂桑刈取機の切り返しは勇定鋏と同等の効果がみられた。

脚　条桑刈取機による初冬期切り返しの効果　　　　　　先枯れのうち芽枯病によるものも，努定鋏による切り返し

表2に先枯れ，芽枯病に対する切り返しの効果を示した。　と同等の効果がみられた。

6月11日の時点では．先枯れはどの区でもすべての枝粂あ　　春毒期の収量を表3に示した。密植桑園のため株による

るいはほとんどの枝条にみられたが，先枯枝条長について　ばらつきが大きいが．対照区，努定鉄区．条桑刈取機区間

義2　先枯れ，芽枯病に対する初冬期切り返しの効果

初 冬 期 の

伐 採 方 法

先　 枯　 れ 発 生 枝条 当 先 枯 長 芽　 枯　 病 発 病 枝 条 当 芽 枯病 斑 長

枝　 条　 率 た り先 枯 長 ／枝 条 長 枝　 条　 率 た り芽 枯 病長 ／枝 条 長

（％） （用 ） （％） （％） （仰 ） （％）

対　　　 照 10 0 1 6．0 16．8 7 3．1 9．7 8 ．1

努　 定　 鉄 96．2 7．3 8．3 3 2．7 6．7 3．1

条桑 刈取機 10 0 5．7 7．2 1 6．7 5．0 1．1
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表3　春蚕期の収量

初 冬 期 の

伐 採 方 法

1 株 当 た り
所 梢 量

新 梢量 割 合
桝 当 た り
所 梢 量

（ダ） （g ） （ダ）

対　　　 照 84 5．0 59．9 17 1．7

努　 定　 鋏 746 ．0 63．5 19 5．1

条 桑刈 取 機 84 1，5 62．7 238．6

72．3（滞

に統計的に有意な差は認められなかった。新柄皇割合，れ

当たり新梢量は枝粂上部の枯死した対照区に比べ．切り返

し区で勝った。上位10芽の新梢量の占める割合を図1に示

した。対照区は上から1芽めはほとんどが枯死し，2芽め

も枯死するものがあるが．努定鋏区，粂彙刈取機区はほぼ

同様な傾向で，ほとんどの枝条で上位1芽から正常に生育

している。

80．0rn

0　　10　　20　　30％　　0　　10　　20　　30％　　0　　10　　20　　30％

図1冬芽位の春蚕期の新梢量に占める割合

注．A：対照区，B：甥定鉄区，C：条桑刈取機区で，いずれも総新梢量に対する

上位10芽それぞれの新柄量割合を示した。また，10芽の総新梢量に占める割合
ははA，B，C区それぞれ99．3，99．1，99．5％であった。

土井ら1），岡部ら3）は，晩秋毒期に中間伐採をした枝条

に対して，初冬期に切り返しを行うことにより芽枯病を低

減できるとしているが，本試験ではその切り返しに条桑刈

取機を用いても可能であった。本試験で供試した品種は剣

持で，芽枯病に対して強い3）といわれており，切り返しに

より芽枯病の発生は少なくなるが，収量に対して影響はみ

られず，剣持のように芽枯病に強い品種では初冬期の切り

返しは特lこ必要はないと考える。しかし芽枯病に弱い品種

では，条桑刈取機で晩秋毒期に中間伐採をした場合，病斑

義4　条桑刈取機による初冬期の切り返し時間

伐採方法 所要 時間1） 同左指数
刈 残 し

枝粂割合

勇　 足　 鋏 5 時間 22分 10 0

27 ％条桑刈取 機 40分 12

注．1）：所要時間は10〃当たりに換算したもの

の増加．拡大により翌春の収量まで影響するものと考えら

れ，初冬期の切り返しが必要と考える。このときの切り返

しは．効果とともに表4に示した伐採時間を考慮すると，

条桑刈取機によれば効率的である。
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